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原刊本と校定本
神鷹
　
徳治
漢字は中国より将来されたもので、 〈形〉 ・ 〈音〉 ・ 〈義〉
の三要素から成りたっている。この内、 〈形〉は、 字形、 〈義〉は、意味として我々には理解されるが、意外と、 〈音〉に対しては、その説明には途惑うことがある。古典の書籍として、たとえば、六朝時代に編成された『文選』は、 「
ブ4
ン4
セン」ではなく、 「
モン4
ゼン」と、 『千字文』は「センジ
ブン4
」ではなく、 「センジ
モン4
」と読まれている場合である。
『文選』 ・ 『千字文』の〈文〉は、日本漢字音としては、我国の上代に、 朝鮮半島を経由して伝えられた呉音である 〈モン〉 と読まれている。それに対して、 奈良・平安朝 （前期） に遣唐使・留学僧が将来 き 漢籍は 唐代の発音を受けた漢音で読まれていた。 従って、 唐 大詩人、 白居易 （七七二―八四六。字は楽天） の詩文集 『 （白氏） 文集』 の 〈文集〉 は、
漢音で〈ぶんしゅう〉と読まれていたと推定さ
れ（注一）
る
。とこ
ろが、現行の岩波文庫本や（新・旧）の古典文学大系等に掲載される『 （白氏）文集』の読みは、 その大半が〈もんじゅう〉となっている。 〈ぶんしゅう〉ではなく〈もんじゅう〉の振り仮名が付されている。 『源氏物語』 ・ 『枕草子』 ・ 『徒然草』等は、周知の例であるが、最近、筆者は、校定本諸本所載の『 （白氏）文集』の内に 振り仮名に「ぶんじふ」とある一例を見出した。新日本古典文学大系の 『源氏物語』（須磨） 〔岩波書店、一九九四〕がそれである。但し、本文ではなく、 その注二八である 「訓みは〈ぶんす〉 （尾州本・高松宮本）あるいは〈ぶんじふ〉 （承應板本）か」の記述がそれである。漸くにして、 漢音の 〈ふんじふ〉 を見出 た。
江戸期の刊本『源氏物語』 （承應三年〔一六五四〕京都
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八尾勘兵衛刊）の美濃版の揃い六十冊が、本学図書館に所蔵されている。第九冊目（須磨）の十三葉・表の五行目に「さるべきふみとも文集など」とある個所に、 〈ぶん
志゛
ふ〉
と仮名が付されているではないか。
私は、中国の古典籍の書名の読み方として国書掲載の
〝ふり仮名〟が、有効な資料ではないかと常々考えている。まさしく、この承応刊本の〝ふり仮名〟こそがその適例と云えよう。ところが、上述のごとく、現行 文庫本や校本の〈文集〉に対するふり仮名はおおむね〈もんじゅう〉となっている。この一因 して、国民的辞書とも云える、岩波書店の『広辞苑』 解説が、大きな影響を与えているのではないかと、私は愚考している。
以下、 『文集』と『白氏文集』について、初版から、現
行の第六版に至るまでの諸版の文言をこの機会に列挙し、その当否を検討してみよう。以下は、諸版の刊行年時である。
①初版
　
一九五五・五
②二版
　
一九六 ・
③二版補訂
　
一九七六・一二
④三版
　
一九八三・ 二
⑤四版
　
一九九一・ 一
⑥五版
　
一九九八・一一
⑦六版
　
二〇〇八・一
「もんじゅう」第一版
　「白氏文集
（はくしもんじゅう）
」の略。
第二版
　「はくしもんじゅう（白氏文集） 」 。源
須磨
「―
―など入れたる箱」
第二版補訂
　
右に同じ
第三版
　「白氏文集
（はくしもんじゅう）
」の正称。源
須磨
「―
―など入れたる箱」
第四版
　
右に同じ
第五版
　
右に同じ
第六版
　「白氏文集
（はくしもんじふ）
」に同じ。源
須磨
「―
―など入れたる箱」
「もんじゅう」の解説文は若干の出入りはあるが、その読み方は存続している。
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「はくしもんじゅう」第一版
　
はくしもんじゅう
シウ【
白氏文集
︼
唐の白居易
の詩文集。七十一巻、 我国では平安時代に 「文集」または「集」と呼び、広く伝誦、同時代文学に影響を与えた。白氏長慶集。
第二版
　
はくしもんじゅう
【
白氏文集
︼
唐の白居易の
詩文集。七一巻。もと、元稹（
げんしん
）編の白
氏長慶集五〇巻に自選の後 二〇巻、続後集五巻を加えたものをいう。わが国には平安時代に渡来、 「文 集」と呼ばれ、広く愛読されて当時の文学 影響を与えた。
第二版補訂
　
右に同じ
第三版
　
はくしもんじゅう
‥ジフ
【
白氏文集
︼
唐の白居易
の詩文集。七一巻。八二四年に元稹（
げんしん
）
が編んだ「白氏長慶集」五〇 自選の後集二〇巻、続後集五巻を加えたもの。平安時代に渡来、 「文 」または「集」と呼ばれ、広く愛読されて当時の文学に影響を与えた
第四版
　
はくしもんじゅう
‥
ジ
フ
【白氏文集
︼（ハクシブ
ンシュウとも） 唐の白居易の詩文集。七一巻。八二四年に元稹（
げんしん
）が編んだ「白氏長慶集」
五〇巻に自選の後集二〇巻、続後集五巻を加えたもの。平安時代に渡来、 「文 」または「集」と呼ばれ、広く愛読されて当時の文学に影響を与えた。
第五版
　
はくしもんじゅう
‥
ジ
フ
【白氏文集
︼（ハクシブ
ンシュウと ）唐の白居易の詩文集。現存七一巻。八二四年に元稹
（
げんしん
）
が編んだ「白
氏長慶集」五〇巻に自選の後集二〇巻 続後集五巻を加えたもの。平安時代に渡来 「文集」または「集」と呼ばれ、広く愛読されて当時の文学に影響を与えた。
第六版
　
はくしもんじゅう
‥
ジ
フ
【白氏文集
︼（ハクシブ
ンシュウと ）唐の白居易の詩文集。現存七一巻。八二四年に元稹
（
げんしん
）
が編んだ「白
氏長慶集」五〇巻に自選の後集二〇巻、続後集五巻を加えたもの。平安時代に渡来 「文集」または「集」と呼ばれ、広く愛読されて当時の文学に影響を与えた。
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『広辞苑』では、 白居易の詩文集『文集』乃至『白氏文集』の『文集』の訓みは、以上の諸例文に依れば、第三版迄はすべて〈モンジウ〉のみであり、 『文集』は第六版に至るも、
〈もんじゅう〉と訓まれている。 『白氏文集』の方は、四版に至って、はじめて（ハクシブンシュウとも）の、解説が加えられている。但し、 （ハクシモンジフ）の方は、 然としてそのままである。私見に依れば、 〈 （白氏） 〉の〈文集〉の元来の伝統的訓み方は、 〈ブンシフ〉であり、 〈モンジフ〉の読み方は、明治三十三年刊 松平静著『枕草子詳解』
（
（注二）下
）が濫觴となっている新しい訓み方ではないか
と、 推定される。 『広辞苑』諸版の 言には、 今に至るも「モンジウ」が伝統的訓み方として継承されている。『源氏物語』 （承應三年刊） 、 『湖月抄』 （延宝元年）及び『首書源氏物語』 （寛文十三年刊）は、本学図書館所蔵本である。尚、 昭和十九年刊の翻刻本では、 〈文集〉を〈モンジフ〉と訓んでいる。
追加一。 『文集』と『白氏文集』の二書名については、 『文
集』は、唐鈔本時の白氏自ら命名した書名であり、 『白氏文集』は、宋代に至り版本として刊行された折、当時の校訂者が、杜甫や李白等の詩集と区別する為に、 「白氏」の二字4
を加えた書名である。神田喜一郎博士 「文集巻第三跋」
（昭和二年九月、古典保存会）
追加二。 「はくしもんじゅう」の解説 に於いて「 〈集〉
とも呼ばれ」たと述べられているが、筆者は管見の限り、その用例を知らない。 江湖の諸兄の教示を願うものである。
（注一）
　
拙著『白氏文集は〈もんじゅう〉か〈ぶんしゅう〉か』
（遊学社、二〇一二）
（注二）
　
詳細は、 「 『文集』を〈モンジュウ〉と読んだ最初の人」
（新釈漢文大系） 『白氏文集』六（二〇〇六・八、季報一九四
　
明治書院）右に拙著にも収録している。
（かみたか・とくはる／明治大学
　
文学部教授）
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『源氏物語』承應 3年（1654），
洛陽　八尾勘兵衛
『湖月抄』　延宝元年（1673），
京都　出雲寺和泉掾
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『首書源氏物語』（カシラガキゲンジモノガタリ）寛文 13年（1673），
京都　穂積堂
『（翻刻本）『首書源氏物語本文』　昭和 19 年（1944），
東京　東京圖書出版　今泉忠義　校定
